








回転寿司チェーン「くら寿司」の厨房で、アルバイト学生が魚の切り身をわざとゴミ箱に
捨て、それを拾って調理するかにみえる動画をSNSにアップし、大炎上した。
その後、くら寿司の株価は暴落し、時価総額にして27憶円が1日で吹き飛んだという。
くら寿司は、アルバイト学生を相手に、民事・刑事の双方で法的措置を取ることを発表。

それと前後して、すき家、ビッグエコー、バーミヤン、セブン-イレブン、大戸屋など、大規
模チェーン店での不適切動画が次々と見つかり、同じく炎上を繰り返している。

これらは、ほぼすべてがアルバイト学生による悪ふざけ動画であり、「バイトテロ」などと
呼ばれている。

2013年にも、学生がコンビニ店のアイスケースに入って寝そべる画像をSNSにアップし、
大炎上したことがあった。そのときも、類似の騒動が相次いだことは記憶に新しい。

バイトテロ問題について、堀江氏は「モラルが低いバイトは昔からいて、いな
くならない。それがネット社会で可視化されるようになっただけの話。企業側
はそんなモラルの低い人を雇わざるを得ない状況なんだから、もはや人を雇
うのではなく、自動化やロボット化するしか抜本的な対策はない」などと持論
を展開する。

「デジタルタトゥー」。直訳すれば「電子的な入れ墨」だが、インターネット上に一度投稿さ
れたログ（記録）はまるでタトゥーのように消えず、半永久的に残り続けることを表す造
語だ。軽い気持ちで投稿した記述や画像が膨大な数のネットユーザーにまとめられ、瞬
く間に拡散。不本意な投稿が残り続ける。軽率なワンクリックが人生を台無しにしてしま
うこともあり、専門家はユーザーに警鐘を鳴らしている。

自身の投稿に注意するのは当然の自衛策だが、ＳＮＳに入力した住所、氏名、連絡先、
勤務先などの個人情報は、設定次第では誰でも閲覧可能。犯罪組織に見られれば事
件に巻き込まれる危険もあると指摘する。

ＳＮＳでは、投稿した場所が「～町付近」といった具合で公開される。スマートフォン（高
機能携帯電話）ならＧＰＳ（衛星利用測位システム）機能で位置情報が分かる。パソコン
でもネット上の住所「ＩＰアドレス」で大まかな位置を把握でき、自宅だと住所が漏れる。さ
らに知人が投稿した画像に自身の顔が掲載され、顔認識（タグ付け）されてしまえば…。
自ら個人情報を大公開しているのと同じだ。

特定されれば誹謗（ひぼう）中傷を受けたり、犯罪に利用されたりする恐れがある。篠原
さんは「投稿した記述や画像は瞬時にまとめられ、それが集約されていくと特定につな
がる。データは半永久的に消えず、投稿者は心に傷を負う」とデジタルタトゥーの危険性
を指摘した上で、こう警告した。

「もはやネットに匿名性などない。事件が起きてから後悔しても遅い」

因みに、春の新ドラマとして「デジタル・タトゥー」 5月18日(土)よりスタート
（毎週土曜夜9:00-9:50NHK総合）







車線の増幅だけでなく、今後は、人の横断等
も視野に入れた安全対策も必要では？
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